
　
兵
庫
県
・
私
立
雲
雀
丘
学
園
中
学
校
・
高

校
は
、「
や
っ
て
み
な
は
れ
」
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
、
こ
れ
ま
で
も
文
系
、
理
系
を
問
わ
ず

探
究
学
習
に
力
を
入
れ
、
社
会
に
貢
献
で
き

る
生
徒
を
育
成
し
て
き
た
と
、
中
井
啓ひ

ろ

之ゆ
き

校

長
は
語
る
。

　「
本
校
は
、
戦
後
の
日
本
の
復
興
を
担
う

人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
高
度
情
報
化
社
会
の
現
代
に
お
い
て
活

躍
で
き
る
生
徒
を
育
て
る
た
め
に
は
、
情
報

活
用
能
力
の
育
成
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
も

そ
も
、
社
会
の
課
題
を
把
握
し
て
自
分
で
問

い
を
立
て
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
模
索
す
る

探
究
学
習
に
、
情
報
活
用
能
力
を
発
揮
す
る

こ
と
な
く
取
り
組
む
こ
と
は
不
可
能
で
す
」

　
同
校
は
２
０
２
４
年
度
に
、
文
部
科
学
省

の
「
高
等
学
校
Ｄ
Ｘ
加
速
化
推
進
事
業
（
Ｄ

Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）」
と
、
兵
庫
県
の
「
Ｈ

Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
採
択
さ
れ
た
。
前
者
に
お
い

て
「
情
報
Ⅱ
」「
理
数
探
究
実
践
」
の
実
施

を
通
し
た
理
数
系
人
材
の
育
成
を
、
後
者
に

お
い
て
文
理
融
合
型
や
国
際
系
な
ど
の
理
数

教
育
以
外
の
探
究
学
習
の
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

　「
２
つ
の
事
業
に
お
い
て
、
統
計
学
や
数

学
、
計
算
機
科
学
な
ど
の
知
識
・
技
術
を
用

い
て
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
事
実
に
基
づ
い
て

解
釈
し
、
主
張
す
る
力
を
生
徒
に
育
成
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、
教
育
活
動
の
さ

ら
な
る
充
実
と
体
系
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」（
中
井
校
長
）

　
同
校
は
２
つ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
24
年

度
に
、
文
理
融
合
型
探
究
人
材
の
育
成
に
資

す
る
具
体
的
な
教
育
活
動
を
検
討
す
る
た
め

に
、
教
務
部
、
探
究
科
、
情
報
科
、
グ
ロ
ー

バ
ル
探
究
部
の
責
任
者
が
参
加
す
る
「
新
領

域
授
業
委
員
会
」
と
い
う
分
掌
横
断
の
会
議

体
を
立
ち
上
げ
た
。（
P. 

19
図
１
）。

　
当
初
、
委
員
会
に
は
「
デ
ー
タ
は
す
な
わ

ち
数
値
だ
」「
デ
ー
タ
は
処
理
す
る
も
の
だ
」

と
い
っ
た
認
識
の
教
師
も
い
た
。
そ
こ
で
、

「
デ
ー
タ
」
は
単
な
る
数
値
で
は
な
く
、
創

り
出
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
題
材
に
は
自
然

言
語
、
音
楽
、
文
献
等
が
あ
る
こ
と
、
デ
ー

タ
を
創
り
出
す
と
こ
ろ
に
各
教
科
の
知
恵
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
共
通
理
解
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、客
観
的
な
事
実
（
デ

ー
タ
）
に
基
づ
い
て
自
分
な
り
に
解
釈
し
、

主
張
す
る
力
を
生
徒
に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

と
い
う
考
え
か
ら
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」

を
探
究
学
習
の
基
盤
に
据
え
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
上
で
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
力

事
例
3

多
く
の
教
科
・
科
目
が
探
究
学
習
に
か
か
わ
り
、

高
度
情
報
化
社
会
に
貢
献
す
る
力
を
育
む

兵
庫
県
・
私
立
雲ひ

ば
り
が
お
か

雀
丘
学
園
中
学
校
・
高
校

兵
庫
県
・
私
立
雲
雀
丘
学
園
中
学
校
・
高
校
は
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
課
程
の
あ
り
方
に
つ
い
て
全
校
体
制
で
議
論
す
る
た
め
の
分
掌
横
断
の
会
議

体
を
立
ち
上
げ
た
。
同
会
議
体
で
の
議
論
の
結
果
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
基
盤
と
す
る
探
究
学
習
を
、
文
系
教
科
・
科
目
の
担
当
教
師
も
か
か

わ
り
な
が
ら
高
校
１
・
２
年
次
に
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
。
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
事
実
に
基
づ
い
て
解
釈
し
、
主
張
す
る
力
を
育
む
こ
と
で
、
高

度
情
報
化
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

データを活用した探究学習に多くの教科・科
目の教師がかかわり、高校１・２年次に指導

1年次は、数学科、情報科、国語科が軸
となり、情報を活用する力の土台を育成

データを活用した探究学習や研究授業に生
徒も教師も没頭する特別な時間割を編成

注目ポイント

自
校
が
育
成
を
目
指
す「
情
報
活
用
能
力
」

デ
ー
タ
を
分
析
す
る
力
を
発
揮
し
て

現
代
社
会
に
貢
献
す
る

学
校
全
体
の
取
り
組
み

学
校
全
体
の
教
育
方
針
と
し
て

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
取
り
組
む
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を
育
む
探
究
学
習
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

も
議
論
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
同
委
員
会

が
教
育
課
程
の
原
案
を
作
成
し
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
委
員
会
で
審
議
し
て
教
育
課
程
を
完
成

さ
せ
た
。

　
同
委
員
会
を
校
内
の
分
掌
を
横
断
す
る
位

置
づ
け
と
し
、
様
々
な
分
掌
の
責
任
者
を
参

加
さ
せ
た
の
は
、
複
数
の
分
掌
で
順
番
に
検

討
す
る
よ
う
な
案
件
の
意
思
決
定
が
迅
速
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
と
と
も

に
、
学
校
全
体
の
教
育
方
針
と
し
て
全
教
職

員
が
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
取
り
組
む
よ

う
、
意
識
づ
け
を
図
る
た
め
で
あ
る
と
、
道み

ち

北き
た

秀よ
し

寿ひ
さ

教
頭
は
説
明
す
る
。

　「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
、
理
系
教
科
・

科
目
の
担
当
教
師
や
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
取
り

扱
い
が
得
意
な
教
師
だ
け
が
指
導
す
れ
ば
よ

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
生
徒
全
員
が

身
に
つ
け
る
べ
き
資
質
・
能
力
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
本
校
で
は
す
べ
て
の
教
科
・
科
目

で
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
取
り
組
み
、
す
べ

て
の
生
徒
を
対
象
と
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を

目
指
し
ま
し
た
」

　
25
年
度
４
月
、
高
校
１
年
次
の
学
校
設
定

科
目
と
し
て
、
数
学
科
、
情
報
科
、
国
語
科

が
連
携
し
て
実
施
す
る
「
Ｄ
Ｓ
（
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
）
探
究
基
礎
」
を
新
設
し
た
（
図

２
）。
新
領
域
授
業
委
員
会
委
員
長
の
林
宏

樹
先
生
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
用
い
て
探
究
学

習
に
取
り
組
む
素
地
を
高
校
１
年
次
に
つ
く

る
こ
と
を
目
指
し
た
と
説
明
す
る
。

　「
デ
ー
タ
の
分
析
手
法
は
数
学
科
、
表
計

算
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
デ
ー
タ
処
理
の
方
法
は

情
報
科
、
そ
し
て
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
裏
づ
け

ら
れ
た
探
究
学
習
の
成
果
の
ま
と
め
方
に
つ

い
て
は
国
語
科
で
指
導
し
ま
す
。
成
果
の
ま

と
め
で
は
『
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
（
＊
１
）』
を

使
い
、
事
実
や
主
張
、
考
察
を
整
理
し
て
文

章
を
構
成
す
る
力
を
養
い
ま
す
」

　
林
先
生
は
、
各
教
科
・
科
目
の
担
当
教
師

と
対
話
を
重
ね
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い

う
切
り
口
で
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
実
践

で
き
る
か
、
各
教
科
・
科
目
の
指
導
内
容
を

確
認
し
な
が
ら
一
緒
に
考
え
た
と
言
う
。

　「
ま
ず
は
担
当
者
間
で
、『
各
教
科
の
内
容

は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
は
無
縁
で
は
な

い
』
と
い
う
目
線
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

国
語
、
地
理
歴
史
・
公
民
、
音
楽
、
保
健
体

育
な
ど
に
お
い
て
も
、
言
語
や
映
像
な
ど
、

様
々
な
形
で
デ
ー
タ
の
収
集
と
解
釈
が
学
習

主に文系の生徒 主に理系の生徒

入
試
広
報
部

香
川

　良 

か
が
わ
・
り
ょ
う

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
数

学
科
。

高
校
２
学
年
担
任

増
井
貴
明 

ま
す
い
・
た
か
あ
き

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
数

学
科
。
情
報
科
。
探
究
科
。

新
領
域
授
業
委
員
会
委
員
長

林
宏
樹 

は
や
し
・
ひ
ろ
き

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
数

学
科
。
情
報
科
。
探
究
科
。

教
頭道北

秀
寿 

み
ち
き
た
・
よ
し
ひ
さ

同
校
に
赴
任
し
て
19
年
目
。

校
長中井

啓
之 

な
か
い
・
ひ
ろ
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
38
年
目
。

同校内の組織における「新領域授業委員会」の位置づけ図１

データサイエンスに基づく探究学習のカリキュラムイメージ図２

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。

校長

教頭 事務長

新領域授業委員会運営指導委員会 評価基準検討委員会

各学年 生徒部 進路部

生徒部

生徒部 生徒部 生徒部

探究科カリキュラム
委員会

教務部 グローバル
探究部

入試
広報部

外部専門家による委員会

教育課程の見直し

外部専門家による委員会

高校１年次
探究養成期
全員履修

高校2年次
探究実践期
選択履修

データサイエンスと探究学習の基礎を習得することで、客観的なデータ
に基づく分析力、結論を見いだす考察力を身につけ、エビデンスに基
づく課題が発見できるようになる

特定の分野における課題に対して、具体的な方策を提案し、実行する

DS探究基礎
（数学科）

情報Ⅰ
（情報科）

言語活用探究
（国語科）

情報Ⅱ
（情報科）

理数探究実践
（理科・数学科）

・地域科学実践（地理歴史・公民科）
・スポーツ科学実践（保健体育科）
・生活科学実践（家庭科・芸術科）

DS
探究実践

＊1　ベネッセが提供する、進路・探究・表現学習に取り組むことができるデジタル教材。

生徒部情報科

各教科

設
立
　
１
９
５
０
（
昭
和
25
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
０
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
筑
波

大
、
千
葉
大
、
京
都
工
芸
繊
維
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、

奈
良
女
子
大
、
神
戸
大
、
大
阪
公
立
大
な
ど
に
１
０
７
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
上
智
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大

な
ど
に
延
べ
１
０
２
８
人
が
合
格
。

学
校
概
要

情報活用能力を学校全体でどう育成するか？特集
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の
過
程
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
、
対
話
を
通
し

て
互
い
に
認
識
す
る
と
と
も
に
、
本
校
で
育

成
を
目
指
す
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
力
は
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
使
用
や
数
字
の
処
理
に
限

定
し
て
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

共
有
し
ま
し
た
」

　
高
校
２
年
次
は
、
生
徒
は
自
分
の
興
味
・

関
心
が
あ
る
分
野
を
選
択
し
て
探
究
を
深
め

る
（ 

P. 

19
図
２
）。
具
体
的
に
は
、
文
系
の

生
徒
は
「
地
域
科
学
実
践
」「
ス
ポ
ー
ツ
科

学
実
践
」「
生
活
科
学
実
践
」
の
３
つ
の
分

野
の
中
か
ら
１
つ
を
選
び
、
そ
の
分
野
に
関

す
る
課
題
を
自
分
で
設
定
し
、
探
究
学
習
に

取
り
組
む
。
理
系
の
生
徒
は
「
情
報
Ⅱ
」「
理

数
探
究
実
践
」
の
2
科
目
を
履
修
す
る
。
以

上
の
よ
う
に
、
全
生
徒
が
２
年
間
を
か
け
、

様
々
な
教
科
・
科
目
を
通
し
て
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
を
基
盤
と
し
た
探
究
学
習
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
し
た
。

　「
Ｄ
Ｓ
探
究
基
礎
」
の
授
業
は
、
１
学
期

は
２
週
間
に
１
回
程
度
の
頻
度
で
行
わ
れ

た
。
１
学
期
に
重
視
し
た
の
は
、「
統
計
的

な
問
い
」
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

だ
と
、
同
授
業
を
担
当
し
た
数
学
科
の
増
井

貴
明
先
生
は
説
明
す
る
。

　「『
統
計
的
な
問
い
』
と
は
何
か
を
生
徒
に

説
明
し
た
上
で
（
図
３
）、
１
学
期
後
半
に

は
生
徒
が
自
分
が
興
味
を
持
っ
た
課
題
に
つ

い
て
、『
統
計
的
な
問
い
』
が
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
」

　
あ
る
日
の
授
業
で
は
ま
ず
、
生
徒
は
「
統

計
デ
ー
タ
分
析
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
＊

２
）」
で
表
彰
さ
れ
た
高
校
生
の
論
文
を
読

み
、
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
な
問
い
が
立
て
ら

れ
て
い
る
か
、
そ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
可
視
化
を
行
っ
て
い
る
か

を
調
べ
た
。
次
に
生
徒
は
『
統
計
的
な
問
い
』

を
立
て
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
が
、
そ
の
際
、

増
井
先
生
が
数
学
科
担
当
な
ら
で
は
の
視
点

で
指
摘
し
た
の
が
、「
定
義
」
の
重
要
性
だ
。

　「
定
義
が
あ
い
ま
い
だ
と
、
デ
ー
タ
を
正

し
く
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、『
若
者
に
人
気
の
曲
と
は
何
か
』
と
い

う
問
い
を
立
て
た
生
徒
に
は
、『
若
者
』『
人

気
』
の
定
義
を
問
い
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る

デ
ー
タ
に
対
し
て
『
平
均
値
』
を
用
い
て
分

析
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
生
徒
に
、『
外
れ

値
が
あ
る
と
平
均
値
は
大
き
く
動
く
け
れ

ど
、
分
布
の
状
況
は
し
っ
か
り
確
認
し
た
？
』

な
ど
と
、
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
際
に
注
意
す

べ
き
こ
と
も
併
せ
て
問
い
か
け
ま
し
た
」

　
そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
活
用
の
指
導
と
並
行

し
て
、
表
計
算
ソ
フ
ト
を
用
い
る
情
報
科
の

授
業
で
、
デ
ー
タ
の
散
ら
ば
り
の
判
断
を
行

う
際
に
、
四
分
位
範
囲
と
標
準
偏
差
で
は
異

な
る
結
果
に
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
体
験

さ
せ
た
り
、国
語
科
が
主
体
と
な
る
言
語
活
用

探
究
の
授
業
で
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
学
校
へ

の
持
ち
込
み
」「
レ
ジ
袋
の
有
料
化
」と
い
っ
た

題
材
で
の
小
論
文
の
作
成
に
向
け
て
、「
キ
ャ

リ
ア
ナ
ビ
」の「
構
想
メ
モ
」の
機
能
を
使
っ
て

文
章
の
書
き
方
な
ど
を
指
導
し
た
り
し
た
。

　
７
月
と
12
月
の
定
期
考
査
後
の
１
週
間
を

使
っ
て
設
定
し
て
い
る
の
が
、
生
徒
が
集
中

的
に
探
究
学
習
に
取
り
組
む
特
別
な
時
間
割

「統計的な問い」を立てる時の7つの観点図３

データサイエンスに基づく年間指導計画とフロンティアウィークの概要図４

※学校資料を基に編集部で作成。

フロンティアウィーク（7月・12月に実施）

「統計的な問い」：
データを分析し、その結果を基に回答できるような問い

❶ 問いは、要約、比較、関係のいずれかであること
❷ 分析方法を説明できること
❸ どんなデータを収集するのかが明確であること
❹ 調べる集団と収集予定のデータに齟齬がないこと
❺ 回答が「はい／いいえ」にならないこと
❻ データを収集する必要性があること
❼ 個々のケースに過度に注目しないこと

※学校資料を基に編集部で作成。

４月

通常授業 通常授業 通常授業

DS
探究基礎

DS
探究基礎

DS
探究基礎

DS
探究基礎

DS
探究基礎

DS
探究基礎

DS
探究基礎

DS
探究基礎

DS
探究基礎

特別講義
学校行事
分掌行事

特別講義
学校行事
分掌行事

研究的・
挑戦的な

授業

研究的・
挑戦的な

授業

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

特別編成された時間割の下、生徒は1週間にわたっ
て集中的に探究学習に取り組む。また、高校３年
生担当の教師を除く全教職員が、教科・科目の学
習範囲にとらわれることなく、探究的な授業、外部
と連携した授業、教科横断的な授業、生成AIなど
の最先端技術を取り入れた授業などを実践する。

＊2　高校生、大学生などを対象に、地域別の統計をまとめたSSDSE（教育用標準データセット）を用いた統計データ分析の論文を募集し、その分析力を活用した課
題解決のアイデアを競うコンペティション。総務省、独立行政法人統計センターなどが共催する。

教
科・
科
目
の
指
導
事
例
❷

　特
別
授
業

多
く
の
教
科
・
科
目
で

新
し
い
授
業
に
挑
戦

教
科・
科
目
の
指
導
事
例
❶

　探
究
学
習

数
学
科
、情
報
科
、国
語
科
で

探
究
学
習
の
素
地
を
つ
く
る
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「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ウ
ィ
ー
ク
」
だ
。
同
期
間

に
は
、
有
識
者
に
よ
る
講
演
会
や
、
教
師
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
研
究
授
業
な

ど
も
実
施
し
て
い
る
（
P. 

20
図
４
）。

　「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ウ
ィ
ー
ク
は
新
領
域
授

業
委
員
会
が
企
画
し
、
高
校
３
年
生
担
当
の

教
師
を
除
く
全
教
師
が
、
企
業
や
研
究
機
関

と
連
携
し
た
授
業
や
教
科
横
断
的
な
授
業
、

生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
最
先
端
技
術
を
取
り
入
れ

た
授
業
な
ど
を
行
い
ま
す
」（
道
北
教
頭
）

　
24
年
12
月
に
実
施
し
た
回
で
は
、
生
成
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
授
業
を
各
教
科
・
科
目
で
実

施
し
た
（
図
５
）。
例
え
ば
、
地
理
歴
史
・

公
民
科
の
教
師
は
、
生
徒
が
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
各
政
党
の
公
約
を
読
ん
だ
上
で
模
擬
投

票
す
る
際
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
も
同
様
に
公
約

を
読
ま
せ
て
投
票
先
と
そ
の
理
由
を
答
え
さ

せ
た
。
さ
ら
に
英
語
科
の
教
師
と
連
携
し
て
、

生
成
Ａ
Ｉ
に
対
す
る
プ
ロ
ン
プ
ト
を
日
本
語

で
作
成
し
た
場
合
と
英
語
で
作
成
し
た
場
合

と
で
、
出
力
さ
れ
る
内
容
の
正
確
性
が
ど
の

よ
う
に
異
な
る
か
な
ど
を
検
討
し
た
。
ど
の

教
科
・
科
目
で
も
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
回
答
が
必

ず
し
も
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
前
提

に
し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
補
助
的
に
活
用
し
つ

つ
、
自
分
で
考
え
て
判
断
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
生
徒
に
気
づ
か
せ
よ
う
と
し
た
。

　
同
校
で
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ウ
ィ
ー
ク
だ

け
で
な
く
、
日
々
の
授
業
に
お
い
て
も
生
成

Ａ
Ｉ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
用
す
る
際
の
リ
ス
ク
を

体
験
し
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　「
24
年
度
の
高
校
１
年
次
の
探
究
学
習
で

は
、
学
校
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
生
成
Ａ
Ｉ

に
質
問
し
、
そ
の
回
答
に
、
事
実
に
基
づ
か

な
い
情
報
や
ウ
ソ
が
ど
れ
だ
け
盛
り
込
ま
れ

る
か
を
検
証
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
が
書

い
た
探
究
学
習
の
論
文
の
改
善
の
方
向
性
を

生
成
Ａ
Ｉ
に
提
案
さ
せ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

論
文
を
推す

い

敲こ
う

す
る
活
動
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
」（
増
井
先
生
）

　
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
お
い
て
も
体
験
的
な

学
び
を
重
視
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
25
年
度

に
中
学
生
に
対
し
て
行
っ
た
授
業
で
は
、
実

際
に
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
や

り
取
り
に
つ
い
て
、
事
実
な
の
か
、
思
い
込

み
や
偏
見
な
の
か
を
整
理
さ
せ
、
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
を
考
え
さ
せ
た
。
そ
の
際
、
生
徒
間

で
の
協
議
だ
け
で
な
く
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
防
止

策
や
問
題
点
を
出
力
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
分

た
ち
の
考
え
の
不
足
部
分
な
ど
、
新
た
な
視

点
を
得
る
活
動
を
行
っ
た
。
そ
う
し
て
「
自

分
も
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
よ
う
な
言
動

を
し
て
い
な
い
か
」
と
、
当
事
者
意
識
を
持

た
せ
て
か
ら
、
有
識
者
の
講
演
を
聞
か
せ
た
。

　「
情
報
Ⅰ
」
に
お
い
て
も
今
後
、
生
成
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
て
、
情
報
を
う
の
み
に
し
な
い

判
断
力
が
身
に
つ
く
授
業
を
行
う
予
定
だ
。

　
多
く
の
教
師
が
自
身
の
担
当
教
科
・
科
目

で
も
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
授
業
を
行
え
る
こ

と
に
気
づ
き
、
実
践
を
重
ね
て
き
た
こ
と
で
、

生
徒
は
教
科
・
科
目
の
授
業
に
お
い
て
も
定

義
を
大
切
に
し
て
学
習
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
と
、「
Ｄ
Ｓ
探
究
基
礎
」
を
担
当
す

る
数
学
科
の
香
川
良
先
生
は
語
る
。

　「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
話
し
合
う
中
で
も
、

『
言
葉
の
定
義
が
あ
い
ま
い
だ
か
ら
、
こ
れ

か
ら
ど
う
い
う
デ
ー
タ
を
集
め
れ
ば
よ
い
か

が
明
確
で
は
な
い
』
な
ど
と
い
っ
た
声
が
生

徒
か
ら
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
今
後
は
、
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
社

会
に
貢
献
で
き
る
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
な

が
ら
、
生
徒
が
自
己
肯
定
感
を
高
め
て
い
く

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
計
し
た
い
と
、
道
北
教

頭
は
考
え
て
い
る
。

　「
高
校
２
年
次
に
『
Ｄ
Ｓ
探
究
実
践
』
に

取
り
組
み
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
成
果
を
英
語

で
ま
と
め
、
海
外
研
修
な
ど
の
機
会
を
使
っ

て
同
世
代
に
向
け
て
発
信
す
る
と
い
っ
た
経

験
は
、
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
は
ず

で
す
。
そ
の
よ
う
な
探
究
学
習
で
は
、
英
語

科
が
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を

基
盤
と
す
る
探
究
学
習
に
す
べ
て
の
教
科
・

科
目
を
有
機
的
に
つ
な
げ
て
、
教
育
活
動
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　「
生
徒
の
や
る
気
は
学
校
の
環
境
次
第
だ
」

と
道
北
教
頭
は
語
る
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

を
基
盤
と
す
る
探
究
学
習
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
同
校
は
す
べ
て
の
生
徒
、
そ
し
て
教
師

の
や
る
気
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

フロンティアウィーク開講講座（2024年12月実施）図５

※学校資料を基に編集部で作成。

テーマ「AIと共生する『AIプログラム』」
AI 国語× 「AIと考える俳句の助詞」
AI 公民×   AIとの対話から学ぶ主権者教育 Let's think about politics
AI 数学×   数学で勝負！ ～VS生成系AI～
AI 理科×   ChatGPTを活用した論文執筆 ～ChatGPTを信用して大丈夫？～
AI 理科×   生成AIと著作権
AI 英語×   AIと学ぶ未来の英語学習 ～効果的な活用法とリスク対策～
AI 家庭科×   AIとともに日本の食の未来について考える
AI 探究×   学び（課題設定）を深めるAI活用
AI スポーツ×   AIによるバレーボール動作分析 スポーツ科学

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

実
践
を
通
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
の

問
題
点
に
気
づ
か
せ
る

成
果
と
展
望

生
徒
の
自
己
肯
定
感
が
高
ま
る

探
究
学
習
へ
と
進
化

情報活用能力を学校全体でどう育成するか？特集
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